
Ⅱ．事業評価個表

交付金事業の成果目標

　新冠町立国民健康保険診療所は、町内唯一の医療機関として町民の医療の確保に大きな役割を果たしております。しかし
ながら、近年、慢性的な赤字による一般会計からの繰入の増加や医師・看護師等のスタッフの確保が厳しく、地域住民にとっ
て欠く事のできない地域医療サービスが安定的かつ継続することが困難な状況にあります。そのため、本交付金を活用し、地
域基幹医療機関として、安定的な医療サービスを提供し、地域住民が安心して暮す事のできる環境を整える事で、地域住民
の福祉の向上を図ります。

総事業費 30,062,003
交付金充当額 22,219,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 22,219,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 新冠町
交付金事業実施場所 新冠郡新冠町字中央町

交付金事業の概要

地域住民にとって、地域医療は欠く事のできないサービスであり、安定的かつ継続してその環境を維持し、健康増進や安定
した生活を確保する為、電源立地地域対策交付金を活用しています。
新冠町立国民健康保険診療所の看護師等の人件費
・看護師３名、准看護師１名、医師２名、理学療法士１名、臨床検査技師１名、事務職２名
・交付金事業の開始及び完了年月日　平成２８年６月１日～平成２８年１２月３１日（７ヶ月）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 福祉対策措置 新冠町立国民健康保険診療所

無

　  　     
　　　　　
　　　　　
　　　　　

（３）交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第1条（目的）を踏まえて具体的に記載すること。
（４）交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。
（５）交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。
（６）交付金事業の契約の概要の欄は 契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること

（２）番号の欄は、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

計 30,062,003
成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 H33
　（備考）（１）事業ごとに作成すること。 

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

看護師等の人件費 雇用 看護師３名、医師２名　外５名 30,062,003

の福祉の向上を図ります。

交付金事業の成果指標

　成果目標を達成するため、本交付金を人件費に充当し、10名の体制を維持することを成果指標といたします。
　慢性的な赤字や医師・看護師等のスタッフの確保が厳しい状況ではありますが、本交付金を活用して現体制を維持すること
により、平成２７年度に引き続き平成２８年度においても、地域基幹医療機関として、安定的な医療サービスを提供し、地域住
民が安心して暮すことのできる環境を整えます。

交付金事業の成果及び評価

　本交付金の活用により、当該診療所の看護師等の人件費（看護師３名、准看護師１名、医師２名、理学療法士１名、臨床検
査技師１名、事務職２名）７ヶ月分を確保し、10名の体制を維持することができました。
　また、電源立地地域対策交付金を活用し体制を維持できたことにより、外来診療・訪問診療・健診等の業務がスムーズに行
う事ができ、今後も引き続き地域基幹医療機関として、安定的な医療サービスを提供し、地域住民の福祉の向上を図っていく
予定です。

　　　　　 （６）交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
（７）成果及び評価に係る第三者機関等を活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、その名称及び構成員等
　　を記載すること。


